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 当ファンドは、投資信託約款において、運用報告書（全体版）に記載すべき事項を、電磁的方法に
よりご提供する旨を定めており、下記の手順で運用報告書（全体版）をダウンロードすることがで
きます。また、運用報告書（全体版）は、受益者のご請求により交付されます。交付をご請求され
る方は、販売会社までお問い合わせください。 
 
【ダウンロード方法】上記ホームページ→ファンド検索→ファンド名入力→ファンド詳細ページ→
運用レポート→運用報告書（全体版） 

ユニバーサルデザイン（ＵＤ）の考えに
基づいた見やすいデザインの文字を採用
しています。 

受益者の皆様へ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げ
ます。 
さて「ニッセイ健康応援ファンド」は、このた

び第16期の決算を行いました。 
当ファンドは、「ニッセイ健康応援マザーファ

ンド」受益証券への投資を通じて、実質的に国内
の金融商品取引所に上場（これに準ずるものを含
みます）している株式の中から、独自の視点で 健
康 にかかわる産業を分類し、長期にわたり人々
の健康に貢献する企業に投資することにより、信
託財産の中長期的な成長を図ることを目標に運
用を行いました。ここに運用状況をご報告申し上
げます。 
今後ともいっそうのご愛顧を賜りますよう

お願い申し上げます。 

 
第16期末（2023年８月21日） 

基準価額 10,210円 

純資産総額 252億円 

騰落率 △1.3％ 

分配金 200円 
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作成対象期間:2022年８月23日～2023年８月21日 

第16期(決算日 2023年８月21日) 
 
 



ニッセイアセットマネジメント株式会社における「ＥＳＧファンド」について
ニッセイアセットマネジメント株式会社（以下「弊社」といいます）は、ファンドの設定目的や運用方針等

をもとに、弊社が設定・運用する公募投資信託において「ＥＳＧファンド」と位置付けるファンドを分類して
います。

　当ファンドは、「ＥＳＧファンド」に該当いたします。

　以下に弊社における「ＥＳＧファンド」の考え方をご説明いたします。

■ＥＳＧ運用とは
　まず、ＥＳＧとは、Environment（環境）、Social（社会）、Governance（ガバナンス）の頭文字をとっ
た言葉で、ＥＳＧ運用とはこれらの要素を投資判断に加味する運用のことをいいます。ＥＳＧ運用については、
持続可能な社会および国際金融システムの実現をめざすために、2006年に国連が中心となり提唱した責任投
資原則（ＰＲＩ：Principles for Responsible Investment）をきっかけとして広まっている考え方です。

■弊社の「ＥＳＧファンド」の考え方について
　弊社ではＥＳＧ要素を積極的に活用し、ポートフォリオを構築するファンドを「ＥＳＧファンド」としてい
ます。その他の区分としては、ＥＳＧ要素を体系的に運用プロセスに組み込んでいるファンド、ネガティブス
クリーニングなどでＥＳＧ要素を考慮しているファンド、およびＥＳＧ要素を考慮していないファンドがあります。
　なお、ＥＳＧファンドの中で、特にＳＤＧｓ※のゴール達成という観点においても優れた投資銘柄でポート
フォリオを構築するファンドを「ＳＤＧｓファンド」、また環境や社会へのインパクト創出も企図し、レポー
ティングするファンドを「インパクトファンド」としています。
※Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）のことです。2015年９月の国連サミットで加盟国の全会一致で採択された、

2030年までに持続可能でよりよい世界をめざす国際目標です。

＜ＥＳＧファンドの考え方（イメージ）＞

※インデックス型ファンドを除く

■弊社のＥＳＧに対する考え方について
　弊社では、ＥＳＧは企業のあらゆる活動に影響を与える要素であると考えており、企業のＥＳＧに関する取
り組みを分析することで、企業のサステナビリティ（持続可能性）や中長期的な企業像を把握することができ
ると考えています。また、一般にＥＳＧの観点で優れた取り組みを行い、ステークホルダー（企業のあらゆる
利害関係者）との持続的な関係を構築できる企業は、中長期的に持続的な成長基盤を有しているといえます。
　 

※
弊社では、アナリストが、ＥＳＧ要素の中で企業価値に影響を与えるものを企業毎に選別しながらサステナ

ビリティの評価（ＥＳＧレーティング（詳細は後述） の付与）を行います。その評価を中長期的な業績予想
や信用力評価に反映させ、投資判断の土台として活用しています。

ＥＳＧ要素を考慮していない

ネガティブスクリーニングなどでＥＳＧ要素を考慮
ＥＳＧ要素を体系的に運用プロセスに組み込み

ＥＳＧ要素を積極的に活用し、
ポートフォリオを構築
（ＳＤＧｓ・インパクトファンドを含む）ＥＳＧファンド

運用ファンド全体※
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＜企業活動と弊社のＥＳＧ評価（イメージ）＞

※弊社の「ＥＳＧレーティング」について
弊社のＥＳＧ評価は、企業のＥＳＧに関する取り組みが中長期の企業価値に「ポジティブか」「中立か」「ネガティブか」の原則３段階と
し、１～３のＥＳＧレーティングを付与しています（レーティング１が高評価）。ただし、ＥＳＧの取り組みを通じて企業価値の棄損が懸
念されるものの、時価総額が大きい等の理由で投資ユニバースとして継続する企業には、レーティング４を付与することがあります。
なお、企業のＥＳＧレーティングの付与においては、グローバルに共通のプラットフォームを用いながら資産横断的に独自の評価を実施し
ています。

＜ＥＳＧレーティングの内容＞
レーティング 内容

１ 企業のＥＳＧに関する取り組みが企業価値にポジティブ
２ 企業のＥＳＧに関する取り組みが企業価値に中立
３ 企業のＥＳＧに関する取り組みが企業価値にネガティブ
４ 企業のＥＳＧに関する取り組みが企業価値に大きくネガティブ

付与なし 流動性や信用リスク等の観点から原則アクティブ運用の投資ユニバース外

　なお、第三者の運用会社に運用の委託等を行う外部運用におけるＥＳＧに対する考え方やＥＳＧレーティン
グの付与手法などについては、上述の限りではありません。

以　上
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弊社のＥＳＧファンドの考え方等は、今後のＥＳＧを取り巻く情勢等に応じ見直す場合があります。
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運用経過 2022年８月23日～2023年８月21日  
基準価額等の推移 

  
第16期首 10,552円 既払分配金 200円 

第16期末 10,210円 騰落率（分配金再投資ベース） △1.3％ 
（注１） 税引前分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的な

パフォーマンスを示すものであり、前期末の基準価額にあわせて再指数化しています。 
（注２） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 
（注３） 当ファンドはベンチマークを設けていません。  
■基準価額の主な変動要因 
＜上昇要因＞ 
・ 11月に発表された米消費者物価指数（ＣＰＩ）が市場予想を下回ったことで米長期金利が低下したことや国
内企業業績の改善期待等を受け、株価が上昇したこと 

・ ４月上旬から中旬にかけて、欧米の金融システム不安の後退に加えて円安の進行等により株価が上昇したこと 
・ ４月中旬以降、外国人投資家による大幅な日本株の買い越しや日銀の金融緩和策維持の決定などから株価が
上昇したこと  

＜下落要因＞ 
・ 12月に米景気の悪化懸念や日銀による予想外の金融政策修正を受けた急激な金利上昇と円高進行から、株価
が急落したこと 

・ ３月上旬から中旬にかけて、欧米の金融システム不安を背景に投資家のリスク回避姿勢が強まり、株価が急
落したこと 

・ ７月上旬から中旬にかけて、米雇用統計が市場予想を上回ったことで金融引き締めが長引くとの見方が強ま
り、株価が下落したこと  
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１万口当たりの費用明細  
 

項目 
第16期 

項目の概要 
金額 比率 

信託報酬 166 円 1.607％ 
信託報酬＝ 期中の平均基準価額×信託報酬率× 

期中の日数  

年間の日数  

   期中の平均基準価額は10,314円です。 

（投信会社） ( 79 ) (0.768) ファンドの運用、法定書類等の作成、基準価額の算出等の対価 

（販売会社） ( 79 ) (0.768) 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの
管理および事務手続き等の対価 

（受託会社） ( 7 ) (0.071) ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等の対価 

売買委託手数料 26  0.251 
売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数 
売買委託手数料：有価証券等の売買・取引の際に仲介人に支払う手数料 （株式） ( 25 ) (0.247) 

（先物・オプション） ( 0 ) (0.004) 

その他費用 0  0.004 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数 

（監査費用） ( 0 ) (0.003) 公募投資信託は、外部の監査法人等によるファンドの会計監査が義務付け
られているため、当該監査にかかる監査法人等に支払う費用 

（その他） ( 0 ) (0.001) ・ 信託事務の諸費用：信託財産に関する租税、信託事務の処理に要する
諸費用 

・ 借入金の利息：受託会社等から一時的に資金を借り入れた場合（立替
金も含む）に発生する利息 

合計 192  1.861  
（注１） 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算

出した結果です。なお、売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、
このファンドに対応するものを含みます。 

（注２） 金額欄は各項目ごとに円未満は四捨五入しています。 
（注３） 比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未満は四

捨五入しています。 
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（参考情報） 
■総経費率 
期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価
証券取引税を除く）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除
した総経費率（年率）は1.62％です。 

 
（注１）１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 
（注２）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 
（注３）各比率は年率換算した値です。 
（注４）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
  

その他費用
0.00％

運用管理費用
（投信会社）
0.77％

運用管理費用（受託会社）
0.07％

総経費率
1.62％
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最近５年間の基準価額等の推移 

 
（注１） 税引前分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用

の実質的なパフォーマンスを示すものであり、2018年８月20日の基準価額にあわせて再指数化しています。 
（注２） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課

税条件も異なります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

 

決算日 2018年 
８月20日 

2019年 
８月20日 

2020年 
８月20日 

2021年 
８月20日 

2022年 
８月22日 

2023年 
８月21日 

基準価額（分配落） (円) 12,490 11,008 11,759 11,888 10,552 10,210 

期間分配金合計（税引前） (円) － 1,000 1,000 1,500 300 200 

税引前分配金再投資基準価額の騰落率 (%) － △3.9 15.9 13.9 △8.7 △ 1.3 

参考指数騰落率 (%) － △8.8 8.9 20.1 8.5 15.6 

純資産総額 (百万円) 13,881 24,042 24,396 25,684 27,758 25,286 

（注） 参考指数はＴＯＰＩＸ（東証株価指数）（配当込み）です。 
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国内株式市況 
 
 （ポイント） 【ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）（配当込み）の推移】   

 

（注）指数はブルームバーグのデータを使用しています。 
 
当期の国内株式市場は大幅に上昇しました。 
期初は米国のインフレ動向や金融引き締めペースに対する投資家の見方が定まらず、株価は上下に振れて方

向感の定まらない展開が続きました。その後、年明け以降は中国景気の持ち直しや米金融引き締めペース鈍化
への期待感の高まり、米著名投資家による日本株への追加投資報道や外国人投資家の見直し買いの動きなど、
投資家心理を改善させる好材料が断続的に発生したことを背景に上昇基調で推移しました。 
当期末にかけては、米長期金利の上昇や日銀のイールドカーブ・コントロール（長短金利操作、ＹＣＣ）の

柔軟化など金融政策への思惑が交錯し乱高下する展開となりましたが、前期末と比較すると大幅に上昇して当
期末を迎えました。   
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ポートフォリオ 
■当ファンド 
マザーファンド受益証券の組入比率を高位に保ち、信託財産の中長期的な成長をめざしました。 
 
■マザーファンド 
国内の金融商品取引所に上場（これに準ずるものを含みます）している株式の中から、独自の視点で“健康”

にかかわる産業を分類し、長期にわたり人々の健康に貢献する企業に投資することにより、信託財産の中長期
的な成長を図ることを目標に運用を行いました。 
当期については、業績の伸び率鈍化が見込まれる銘柄や、株価の割安感が低下してきた銘柄を中心に売却し、

今後の内外景気の回復を想定して、今期、来期に向けて高い業績成長が期待できる銘柄への入れ替えを行いま
した。 
 

主要な売買銘柄 
 銘柄 判断理由等 

売付 
資生堂、ピジョン、シマノなど 当面の業績の伸び率鈍化が予想されると判断 
マツキヨココカラ＆カンパニー、ペプチドリー
ム、ヤクルト本社など 

株価の割安感が低下してきたと判断 

買付 

ポーラ・オルビスホールディングス、小林製薬、
日本光電工業など 

今来期の業績についての不安がなく、中期的な収
益基盤の充実が図られていると判断 

エーザイ、大阪ソーダ、京セラなど 構造改革や新事業、新製品開発等により低迷から
脱し変身を遂げつつあると判断 

 
組入上位５銘柄 
 銘柄 比率 投資の視点（含むＳ（社会）の取り組み） 

１ Ｔ＆Ｄホールディングス 3.4％ 

中小企業向けの定期保険に強みを持つ大同生命、女性・家庭市場において
ミドルサイズの死亡保障や医療・介護保険に注力する太陽生命、銀行等窓
販専門のＴ＆Ｄフィナンシャル生命から成る保険グループ。 
Ｓ（社会）の観点では、「Try & Discover（挑戦と発見）」による価値
の創造を通じて、人と社会に貢献するグループをめざしており、具体的に
は、財務ＫＰＩ（修正利益、ＲＯＥＶ（経済価値ベース資本対比収益率）
など）の追求による経済的価値向上、非財務ＫＰＩの追求による社会的価
値向上に取り組んでいる点などを評価。 

２ 朝日インテック 3.1％ 

心臓のカテーテル治療などで使われる医療用ガイドワイヤーが主力製品。
カテーテル治療が患者負担の低減、医療費抑制にもつながる点を評価。 
Ｓ（社会）の観点では、経営理念の『医療及び産業機器の分野において、
安全と信頼を基盤とする「Only One」技術や「Number One」製品を
世界に発信し続けることにより、すべてのお客様の「夢」を実現するとと
もに、広く社会に貢献することをめざす』が原動力となり、医療現場のニー
ズに即した技術優位の具現化により持続的な売上成長を実現している。 
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 銘柄 比率 投資の視点（含むＳ（社会）の取り組み） 

３ 富士フイルムホールディングス 3.0％ 

写真フィルムで培った技術をもとに高機能材料、オフィス関連、医療機器
等幅広い業務に展開。医療用画像情報システム、偏光板保護システムなど
で世界首位。 
Ｓ（社会）の観点では、近年、社会問題解決への貢献が期待できるヘルス
ケア事業に注力しており、特にバイオＣＤＭＯ（バイオ医薬品の生産プロ
セスの開発および製造受託）などの業績への貢献度が高まってきているこ
とが、持続的な売上成長につながっている点を評価。 

４ 武田薬品工業 2.9％ 

買収したＳｈｉｒｅ社との統合が進み売上高３兆円超のグローバル製薬
企業の仲間入り。 
Ｓ（社会）の観点では、経営哲学の「タケダイズム（誠実＝公正・正直・
不屈）」を事業運営の根幹に据え、グローバルで医薬品開発から販売まで
の体制構築が進んでおり、特定国、特定製品の依存度は低い。医薬品アク
セス（Access to Medicine）への取り組みも積極的であり、各地域の規
制当局と良好な関係を築いていることが、持続的な売上成長につながって
いる点を評価。 

５ 花王 2.8％ 

国内トイレタリー最大手。花王石鹸を祖業とし、原料の界面活性剤などの
化学品も製造。 
Ｓ（社会）の観点では、同社の事業活動の原点である「清潔な暮らしへの
貢献」は1890年発売の「花王石鹸」以来、幅広い製品で世界の人々の清
潔な暮らしに貢献。また、次世代を担う子供たちが、正しい生活習慣を身
につけられるよう、日本およびアジアでさまざまな生活習慣の啓発活動を
実施している点も評価。 

（注） 比率は対純資産総額比です。 
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徹底した調査・分析により、ＥＳＧの各要素が企業価値の向上に寄与しているかを見極め、ＥＳＧに対する
取り組みに優れ、持続的な企業価値の向上が期待される銘柄を抽出しています。特にＳの観点を重視し、Ｓレー
ティングが３以下の銘柄は排除しています。ただし、リスクコントロールや売買タイミング等の観点から、一
部上記以外の企業を投資対象とする場合があります。 
 
組入銘柄のＳレーティングの銘柄数分布（2023年７月末時点） 

区分 銘柄数 

レーティング1（最高位） 33 

レーティング2 27 

レーティング3 0 

レーティング4 0 

レーティングなし 0 
（注１） 各銘柄のＳの取り組みに対する当社の評価を記載しています。 
（注２） 区分の詳細につきましては、前掲の＜ＥＳＧレーティングの内容＞をご参照ください。 
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参考指数との差異 

 

当ファンドはベンチマークを設けていません。参考指数はＴＯＰＩＸ（東証株価指数）（配当込み）です。 
当期の税引前分配金再投資基準価額騰落率は－1.3％となり、参考指数騰落率（15.6％）を下回りました。 
これはマザーファンドにおける個別銘柄要因において、エムスリー、オリンパス、ＪＭＤＣなどがマイナス

に働いたことなどによるものです。 
 
（注）基準価額の騰落率は分配金込みです。 
 
分配金 

当期の分配金は、基準価額水準、市況動向等を考慮の上、下表の通りとさせていただきました。 
なお、分配に充てずに信託財産に留保した収益につきましては、元本部分と同一の運用を行います。 
 

【分配原資の内訳（１万口当たり）】 

項目 当期 
2022年８月23日～2023年８月21日 

 

（注１） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切り捨てで算出し
ているため、合計が当期分配金と一致しない場合があります。

（注２） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは
異なります。 

 当期分配金（税引前） 200円  

対基準価額比率 1.92％ 

当期の収益 5円 

当期の収益以外 194円 

 翌期繰越分配対象額 1,054円 
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今後の運用方針   
■当ファンド 
引き続き、マザーファンド受益証券への投資を通じて、実質的に国内の金融商品取引所に上場（これに準ず

るものを含みます）している株式の中から、独自の視点で“健康”にかかわる産業を分類し、長期にわたり人々
の健康に貢献する企業に投資することにより、信託財産の中長期的な成長を図ることを目標に運用を行います。 
 
■マザーファンド 
国内においては、インバウンド（訪日外国人）需要の増加や経済再開に支えられ景気回復が続くとみられる

ことに加え、地政学・政治リスクも限定的であることから、日本株を巡る投資環境は、欧米や中国と比べて安
定感が評価される局面が継続すると考えます。また、国内企業の第１四半期業績は堅調な内需に加え、円安米
ドル高の進行を受けて全般的に市場予想を上回る内容であり、国内株式市場は底堅い展開を想定します。 
当マザーファンドにおける各セクターの運用方針は下記の通りです。 
医薬品セクターについては、引き続きマクロ環境が不透明な局面では、業績の安定性が評価されると予想し

ます。しかし、今後については一部の銘柄において株価上昇で割安感が薄れてきていることから、医薬品セク
ター全体の見通しを中立としつつ、個別に有力な新薬候補を有する銘柄を中心に選別していく方針です。 
医療機器セクターについては、新型コロナウイルスの影響が緩和し、病院の手術件数の回復が見込まれるこ

とや、インフレのピークアウトと値上げの浸透による収益性の改善が期待できることから、制度変更による影
響が小さく、ニッチな分野において高い技術力をもとに持続的なシェア拡大が見込まれる企業を中心に銘柄を
厳選して投資していく方針です。 
介護サービスセクターについては、業界全体に緩やかな成長が見込まれる中、シェア上昇による着実な業績

拡大が期待できる銘柄かどうかを慎重に見極め投資判断をしていきます。 
その他のセルフメディケーション分野については、引き続き成長期待が大きい一方で企業間競争も激しいた

め、企業調査による銘柄選別がより重要であると考えています。 
上記見通しを踏まえ、今後も「健康応援企業」を選定し、中長期にわたり成長が期待される銘柄に厳選投資

することを基本方針とし、信託財産の中長期的な成長をめざします。   
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ファンドデータ   
当ファンドの組入資産の内容 
  
■組入ファンド 

 第16期末 
2023年８月21日 

ニッセイ健康応援マザーファンド 99.0％ 
（注１） 組入比率は純資産総額に対する評価額の割合です。 
（注２） 組入全ファンドを記載しています。 

 
■純資産等 

項目 第16期末 
2023年８月21日 

純資産総額 25,286,679,630円 

受益権総口数 24,765,961,719口 

１万口当たり基準価額 10,210円 
（注） 当期間中における追加設定元本額は2,660,634,903円、同解

約元本額は4,200,958,824円です。 
 
■資産別配分 ■国別配分 ■通貨別配分 

   

（注） 資産別・国別・通貨別配分は、2023年８月21日現在のものであり、比率は純資産総額に対する評価額の割合です。なお、国別配分は
ニッセイアセットマネジメントの分類によるものです。 

  

親投資信託
受益証券
99.0％

その他
1.0％

日本
100.0％

円
100.0％
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ニッセイ健康応援マザーファンドの概要 

■基準価額の推移  

 

 
■上位銘柄 

銘柄名 通貨 比率 
ＴＯＰＩＸ 先物 0509月 買 円 3.4 ％ 
Ｔ＆Ｄホールディングス 円 3.4  
朝日インテック 円 3.1  
富士フイルムホールディングス 円 3.0  
武田薬品工業 円 2.9  
花王 円 2.8  
テルモ 円 2.8  
島津製作所 円 2.6  
ファンケル 円 2.6  
東京海上ホールディングス 円 2.5  

組入銘柄数 58 

 
■１万口当たりの費用明細 

2023.２.21～2023.８.21
項目 金額 

売買委託手数料 49円 
（株式） (49) 
（先物・オプション） ( 0) 
その他費用 0 
（その他） ( 0) 

合計 49  

 
■資産別配分 ■国別配分 ■通貨別配分 

  

（注１） 基準価額の推移および１万口当たりの費用明細は、マザーファンドの直近の決算期のものであり、費用項目の金額欄は各項目ごとに
円未満は四捨五入しています。項目の詳細につきましては、前掲の費用項目の概要をご参照ください。 

（注２） 上位銘柄、資産別・国別・通貨別配分は、マザーファンド決算日（2023年８月21日現在）のものであり、比率はマザーファンドの
純資産総額に対する評価額の割合です。なお、国別配分はニッセイアセットマネジメントの分類によるものです。 

（注３） 全銘柄に関する詳細な情報につきましては、運用報告書（全体版）の組入有価証券明細表をご参照ください。   

34,000

36,000

38,000

40,000

42,000

44,000
(円)

第31期末
(2023.2.20)

第32期末
(2023.8.21)(2023.4) (2023.6)

国内株式
93.4％

その他
3.2％

国内株式先物
3.4％

日本
100.0％

円
100.0％



ニッセイ健康応援ファンド 

 

Filename： 03_【交付】w16_健康応援ファンド_2308（本文） 
LastSave:9/4/2023 11:06:00 AM LastPrint：9/4/2023 11:07:00 AM 

－15－ 

 
参考情報 

■代表的な資産クラスとの騰落率の比較 

 
（注１） 上記は、当ファンドの騰落率（税引前分配金再投資基準価額騰落率）と代表的な資産クラスの騰落率を比較したものであり、各資産ク

ラスは当ファンドの投資対象を表しているものではありません。 
（注２） 上記期間の各月末における直近１年間の騰落率の平均・最大・最小を、当ファンドおよび他の代表的な資産クラスについて表示したも

のであり、決算日に対応した数値とは異なります。 
 
＜代表的な資産クラスにおける各資産クラスの指数＞ 
● 日 本 株・・・ ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）（配当込み） 
● 先進国株・・・ ＭＳＣＩコクサイ・インデックス（配当込み、円ベース） 
● 新興国株・・・ＭＳＣＩエマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース） 
● 日本国債・・・ ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ 国債 
● 先進国債・・・ ＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本、円ベース） 
● 新興国債・・・ＪＰモルガンＧＢＩ－ＥＭグローバル・ディバーシファイド（円ベース） 
 
・すべての資産クラスが当ファンドの投資対象とは限りません。 
・海外の指数は、「為替ヘッジなし（対円）」の指数を採用しています。 
 
＊各資産クラスの指数につきましては、後掲の「指数に関して」をご参照ください。 
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指数に関して 

■代表的な資産クラスにおける各資産クラスの指数について 
・ ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）の指数値および同指数にかかる標章または商標は、株式会社ＪＰＸ総研また
は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社（以下「ＪＰＸ」といいます）の知的財産であり、指数の算出、指数値
の公表、利用など同指数に関するすべての権利・ノウハウおよび同指数にかかる標章または商標に関する
すべての権利はＪＰＸが有します。ＪＰＸは、同指数の指数値の算出または公表の誤謬、遅延または中断
に対し、責任を負いません。 
 

・ ＭＳＣＩコクサイ・インデックスは、MSCI Inc.が公表している指数です。同指数に関する著作権、知的
財産権、その他一切の権利はMSCI Inc.に帰属します。また、MSCI Inc.は同指数の内容を変更する権利
および公表を停止する権利を有しています。 
 

・ ＭＳＣＩエマージング・マーケット・インデックスは、MSCI Inc.が公表している指数です。同指数に関
する著作権、知的財産権、その他一切の権利はMSCI Inc.に帰属します。また、MSCI Inc.は同指数の内
容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています｡ 
 

・ ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ 国債とは、野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社が公表
している指数で、その知的財産は同社に帰属します。なお、同社は、当ファンドの運用成果等に関し、一
切責任を負いません。 
 

・ ＦＴＳＥ世界国債インデックスは、FTSE Fixed Income LLCにより運営されている債券インデックスで
す。同指数はFTSE Fixed Income LLCの知的財産であり、指数に関するすべての権利はFTSE Fixed 
Income LLCが有しています。 
 

・ ＪＰモルガンＧＢＩ－ＥＭグローバル・ディバーシファイドは、ＪＰモルガン社が算出する債券インデッ
クスであり、その著作権および知的所有権は同社に帰属します。   
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当ファンドの概要    
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 

信 託 期 間 無期限 

運 用 方 針 

ニッセイ健康応援マザーファンド受益証券への投資を通じて、実質的
に国内の金融商品取引所に上場（これに準ずるものを含みます）して
いる株式の中から、独自の視点で“健康”にかかわる産業を分類し、長
期にわたり人々の健康に貢献する企業に投資することにより、信託財
産の中長期的な成長を図ることを目標に運用を行います。 

主要運用対象 

ニッセイ健康応援 
フ ァ ン ド ニッセイ健康応援マザーファンド受益証券 

ニッセイ健康応援 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

国内の金融商品取引所に上場（これに準ずるものを含みます）してい
る株式 

運 用 方 法 

ニッセイ健康応援 
フ ァ ン ド 

以下の様な投資制限のもと運用を行います。 
・株式への実質投資割合には、制限を設けません。 
・外貨建資産への投資は行いません。 

ニッセイ健康応援 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

以下の様な投資制限のもと運用を行います。 
・株式への投資割合には、制限を設けません。 
・外貨建資産への投資は行いません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の配当等収益および売買益等の全
額を対象として、基準価額水準、市況動向等を勘案して決定します。
ただし、分配対象額が少額の場合には、分配を行わないこともあります。 

 
   




